
深海は低温，高圧力という極限環境の一種である。高圧力は蛋白質を変性・失活さ
せる要因となるため，深海に生息する微生物は，圧力に適応した蛋白質を生産して
いる。本研究では，浅瀬及び深海由来シトクロムcを対象とし，立体構造の観点から
圧力への適応機構を調べた。その結果，深海由来シトクロムcは蛋白質内部のアミ
ノ酸相互作用を増やすことで，浅瀬由来シトクロムcよりも安定化していることを見
出した。蛋白質の「圧力適応＝安定化」がある可能性が初めて示された。
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